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まれている。炉床には2か所赤色に硬く焼けたところがある。炉1には焼土が堆積していたが9

焼けた底面が凸凹であるので，炉は長い間の使用により掘りくぼめられていったものと考えられ

る。炉2は，長径140cm。短径65cmの範囲が赤色に硬く焼けてお生　床面を掘りくぼめないで炉

床としたものである。炉3ほ，床面が長径55cm。短径35cmの楕円形に赤色に硬く焼けており，炉

2同様床面を掘りくぼめないで炉床としたものである。

ピットは7か所検出され，Pl・P2・P3・P4が規模や配置から主柱穴，P5・P6が補助柱穴，

P7が貯蔵穴と思われる。主柱穴の規模はPlが長径43（－rll・矩径40ぐ111・深さ74。ll1，P2が長径65川・

短径48cm・深さ96cm9　P3が長径42cmの短径36cmも深さ64cm9　P4が長径31cm e短径30cm e深さ80cm

で9　底面が直径20cmの円形で平坦になっている。Plの覆土は3層で1層が褐色土で焼土粒子と炭

化物を特に多く含んでいる。また9　この層の中に直径10cmほどの炭化材が検出された。2　8　3層

は褐色土で9　3層の方が窯っぼく軟らかである。主柱穴はほぼ床面の対角線上に位置し，軸間の

長さは，長軸が3．3m，短軸が3．2mである。補助柱穴のP5・P6はそれぞれPlとP2，P3とP4のほ

ぼ中間に位置し，主柱穴や貯蔵穴を調査後の床面を再精査している時に検出されたもので，主柱

穴より小規模である。規模はP5が長径30cm，短径25cm，深さ41cm9P6が長径30cm，短径28cm，深さ

舶cmである。

貯蔵穴は束コーナー部に位置し，平面形は聞仕部が，長径72川・短径66ぐr11の円形，底面が長径

30cmの短径25cmの楕円形を里し　深さは糾cmである。貯蔵穴の覆土は，中位に焼土と炭化物の径

30cmほどの太ブロックを含む，単一層である。

本跡の覆土は，黒褐色土を主体とする3層で一部床面まで撹乱されているが，自然堆積の様相

を示している。下層は7～10cmの厚みがあって，焼土粒子および炭化物が特に多く含まれている。

床面には直径10cmほどの炭化材が放射状に横たわっており，長いものでは上4mにも達する。炭化

材はもろくなっていたがサ　表面観察によると角材ではなく丸太のように思われた。焼土城が壁ぎ

わを中心に13か所検出され，炉の上に検出された焼土城は，壁から2mほど床面中央方向へ延び

ている。この焼土城内の炉3と壁の中間部にクルミ。クヌギなどの木の実の炭化物がかたまって

出土している。覆土や炭化軋　焼土城の状況から本跡は火災に遭ったものと思われる。P3と南西

壁との間の床面に20cmX13cmX12cmのにぷい黄橙色の粘土塊，また，貯蔵穴の北東側と南側の床

面にも粘土塊が出土している。

出土遺物は土師器および土師器片156点，土製品1点である。土師器の器種は，婆形土器e短

頚壷形土器・棒形土器e手捏ね土器である。遺物は4か所のコーナー部を中心に出土し，炉3と

北西壁の間の床面からほぼ完形のま不形土器2点と短頸壷形土器1点が出土している。東コーナー

部の貯蔵穴の周囲から出土した多数の遺物は炭化材の上など覆土中から出土している。婆形土器

は大部分がこの地点から出土しているが，西コーナー部の床面出土の土器片と接合している。
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第日号住居跡出土土器解説表（第101図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 十 ・色 調 ・焼 成
日 南　 考

ま

棒 形 土 器

土　 師 器

Å （12 ．0 ） 休 部 は 内攣 し な か ら立 ち 上 が り， ロ 緑 部 内 外 面 横 位 の へ ラナ デ 。 纏 砂 ， ス コ リア 30％ （2 片 ）

B　　 5 ．6 目線 部 は 短 く， や や 内傾 す る 。 休 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 放 射 状 明 赤 褐 色 ・橙 色 Y

器 厚 は 底 部 が 厚 ら　 日 録 に 向 か

っ て 薄 くな っ て い る。

に ／＼ラ ミグ キ 。 普 通 底 部 外 面 を除 き 赤 彩

2

棒 形 土 器

土　 師　 器

Å　 ユ4 ．6 休 部 は 半 球 形 で ， 深 い 。 目線 部 H 綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 細 砂 8 0％ （8 片 ラ

B　　 6 ．0 は 外 反 し， 内 面 に稜 を もつ 。 日 へ ラ ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 赤 色 Ⅹ

赤 彩

外 面 に 煤

縁 部 の 器 厚 が 薄 い 。

丸 底 で あ る 。

普 通

3
土　 師 器

A　 ll ．4 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 上 ロ 縁 部 外 面 ナ デ 。 休 部 外 面 ハ＼ラ 多 量 の 砂 ， 異 色 砂

浅 黄 橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

95 ％ （3 片 ）

B　　 6 ．1

C　　 5 ．0

位 で くび れ る 。 ロ 縁 部 は 短 く，

外 傾 し， 内面 に 稜 を もつ 。 目線

部 の 器 厚 が 薄 く な っ て い る 。

削 り後 ナ デ 9　内 面 へラ ナ デ 。 Ⅹ

4

棒 形 土 器

土　 師 器

A　 Cユ2 ．8 ） 休 部 は 半 球 形 で 底 部 欠 損 。 ロ縁 内 外 面 ナ デ 。 細 砂 ， ス コ リア 20％ （4 片 ）

部 は 内 ソ ギ で ， 内 面 に 稜 を も笥

外 面 は 段 を有 す る。

に ぷ い 橙 色

良 好

Ⅹ

5

短 頚 壷 形 Å （ユ1 ．9） 胴 部 の 上 位 は 肥 厚 し， 目線 部 は 目線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 緻 密 10％

土　　 器

土　 師 器

短 ら　 外 傾 す る 。 内 面 に 稜 が 2

か 所 あ る 。

へ ラ削 生　 内 面 ナ デ 。 橙 色

良 好

6

手　 捏 ね A （5 ．9 ） 休 部 ・目 線 部 は 外 側 ／＼ひ ね り出 外 面 凸 凹 。 細 砂 ， ス コ リア 70％

十　　 器

士　 仙 器

B　 3 ．1

C （3 ．6 ）

し て お 生　 口唇 部 が 尖 っ て い る。 外 面 橙 色 ・内 面 黒

色

普 通

Y

7 i

i

千　 捏　 ね Å　　 7 ．3 休 部 は 底 部 上 位 で く び れ ， 内 攣 内 外 面 凸 凹 で， 粘 土 くず が 付 着 。 細 砂 100 ％

土　　 器

土　 師 器

B　　 4 ．0

C　　 5 サ7

し な か ら立 ち 上 が る 。 底 部 平 ら に ナ ヂ 調 整 。 浅 黄 橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

Ⅹつ ‡ 師慧！鵠 章 から立ち上がる0 1底部平らにナヂ調整。 l浅黄橙色
不良 （二次焼成）

lx

鴻 目線部内外面横ナデ。胴部外面㌦＼ラ削り，内面ナデ。 黒色砂，スコリア
橙色良好（二次焼成）

10％（8片）

短 頸 壷 形　 A IL O l 目線 部 は 短 く， や や 外 傾 す る 。 目 線 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 胴 部 多 義 の 細 砂 ， 雲 母 70 ％ （2 片 ）

9　 土　 器 B　 10 ．2 胴 部 は ほ ぼ 球 形 で あ る。 底 部 は 外 商 弱 いハ＼ラ削 り， 内 面 ハ＼ラ ナ 赤 弓 こ ぶ い 黄 橙 色 Y

土 師 器　 C　 2 ・5 丸 底 ぎ み の 小 さ な平 底 で あ る 0 デ 。 普 通 （二 次 焼 成 ラ 赤 彩

上 半 に 煤

第12号住居跡（第102図）

本跡はE2i8区を中心に確認された竪穴住居跡で，本跡の南西側は斜面となっておI主　北東11m

に第1什引主居跡，南東13nlに第13号住屠跡が隣接している。

平面け封ま，長軸6．59m・矩抽5．00nlの長方形を呈し，長軸方向はN－34．40－Wを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は北東壁で38川1∴南西壁で21〔・rllと南東壁が低くなっている。壁

溝は検出されていない。床面の南西側はやや傾斜しラ　北東側は平坦である。床面は比較的硬ら

特に貯蔵穴の西側，長径1．4Ill・短径0．5Illの範囲は，ややもり上がっていて硬く踏み固められてい

る。炉は2基検出されている。炉1ほ北西壁寄りに位置し9　長径90cm o短径70cmの楕円形を里し9

凹状に8（両まど捕りくぼめられた地床炉である。覆土には焼けたロームプロ・、．ノクが多量に含まれ，

炉床も赤色に硬く焼けており長期間使用されたものと思われる。炉2ほ炉1から2．4mほど離れた

南東壁側に位置し　長径mcme短径60cmの楕円形の範囲の床面が赤色に硬く焼けており床面を掘
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りくぼめないで使用した地床炉である。貯蔵穴は東コーナー部に位置しラ　開口部の平面形が67cm

ほどの円形で，底面は長径36cme短径20cmの楕円形を里し，平坦である。深さは90cmほどである。

貯蔵穴の覆土は2層で9上層が黒褐色，下層が暗褐色で，上下層とも埋め戻されたものと思われる。

本跡の覆土は9　3層で自然堆積し，硬く締まっている。中上層は黒褐色も　下層は暗褐色土で

微量の炭化粒子鎗焼土粒子を含んでいる。

出土遣物は9　土師器及び土師器片212点である。土師器の器種は，婆形土器の甑形土器◎短頸

壷形土器e士不形土器である。遣物は北西部の炉1付近に集中しており9　ほぼ完形に復元できた臓

の壷形土器は，床面から1か所にまとまって出土している。鰐の無形土器の目線部片は広範囲に

散らばっており95・5mほど離れた破片と接合している。ロ綾部から底部まで2分の1ほど復元さ

れた甑形土器の相は，床面に押しつぶされた状態で出土している。完形で出土したものは9　2の

球形土器と超の短頸壷形土器の2点で，炉1の東側と西側の床面直上から出土している。

第臓号住居跡出藍羞器解説嚢（第103弓04図）

番号 器　 種 法 墓 行 m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

棒 形 土 器 A 0 4 ．7 ） 休 部 は 内 轡 しな が ら大 き く問 い 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 砂 30％ （12片 ）
形 B　　 5 ．1 て 立 ち 上 が り， 最 大 径 を上 位 に へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ミ ガ キ 。 橙 色 ダ

Y

休 部 下 位 を除 き 赤 彩

内 面 に斑 点 状 剥 離

！土　 師 器
i

もつ 。 日 綾 部 は 短 く， 内 傾 す る。 普 通

2

坪 彬 十．器 A　 13 ．4 休 部 は 内 攣 し な か ら 大 き く問 い 口緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 砂 100 ％

土　 師 器

B　　 5 ．3 て 立 ち上 が り． 上 位 で 最 大 径 と へ ラ削 り， 内 面 へ ラ ミガ キ。 雑 赤 色 Ⅹ
C　　 2 ．5 な る 。 目 線 部 は 短 く， 内 傾 す る。 な 調 整 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 底 部 を除 き 赤 彩

内 面 に 斑 点 状 剥 離

3

棒 形 土 器 A 0 1 ．3 ） 休 部 は 内 攣 し な か ら大 き く問 い 由 縁 部 内 外 面 パ ケ 昌 調 整 後 ナ 鴬 細 砂 50％ （3 片 ）

土　 師 器

B　　 5 ．3 て 立 ち 上 が り，上 位 で や や く び れ 休 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ミ 赤 色 Ⅹ
C　　 4 ．3 る。 ［コ緑 部 は 外 傾 し， 内 面 に 稜

を もつ 。

ガ キ 。 良 好 （二 次 焼 成 ） 赤 彩

内 面 に堵 点 状 剥 離

4

無 頚 壷 形 A　 ll ．8 日 綾 部 は 長 く， 直 立 す る 。 胴 部 目線 部 外 面 パ ケ メ調 整 後 横 ナ チこ 砂 ， 窯 雲 母 100 ％
上　　 器 B　　 9 ．6 は 内 攣 し な が ら立 ち 上 が －）， 上 一体 部 外 面 へ ラ削 り。 目 線 部 内 面 赤 色 Ⅹ

土　 師 器
C　　 5 ．4 位 で 貴 大 径 と な り くび れ る 。 横 ナ デ ， 休 部 内 面 雑 なへ ラ ミガ

キ 。

普 通 赤 彩 ， 外 面 に 煤

底 部 に斑 点 状 剥 離

1

5

無 形 土 器 A （14 ．8 ） 目線 部 は 外 反 し ， 上 位 で 更 に 外 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 内 外 礫 ， 多義 の 砂 5　％

土　 師 器
反 す る。 目 線 部 の 器 厚 は ， 胴 部

よ り厚 く上 位 で は 薄 くな る。

面 ナ デ 。 雲 母

明 赤 褐 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

Y

6

婆 形 土 器 A （16 ．8 ） ロ 縁 部 は 外 反 す る 。 日綾 部 の 器 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 内 外 砂 ， 黒 色 砂 15％ （5 片 ）

土　 師 器
厚 は 休 部 よ り厚 い 。 面 へ ラ ナ デ 。 橙 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

Y

7

婆 形 土 器 A 19 ．6

l

H 緑 部 は 直 立 後 ， 中 位 か ら 強 く 口縁 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 内 外 長 石 ， 多 量 の 砂 3 0％ （ユ3片 ）

土　 師 器
外 反 す る 。 面 ナ デ 。 橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

Y

無 形 土 器 A （19 ．0 ） 目線 部 は 外 傾 し， 上 位 で 外 反 す ロ 縁 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 細 砂 10 ％ （3 片 ）

8 る。 日 録 部 の 器 厚 は 胴 部 よ り薄 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 に ぷ い 赤 褐 色 Ⅹ
土　 師 器 く な っ て い る。 普 通 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 磨 滅
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番号 器　 種 法 壷（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

9

無形 土器 A　 17 ．2 目線 部は くの字 に外傾 し，端 部 口縁部 内外 面横 ナナ 。胴 部 内外 多量 の細砂 ，雲母 40％ （22 片）

土　 師 器
で薄 くな って外 反す る。 面ナ デ。 にぷ い橙色

不良

Ⅹ＋Y

斑点 状剥離

10

甑 形土 器 A （2 1．6 ）胴部 は内轡 しなが ら立 ち上が り， 目線部 内外面横 ナデ 。胴部 外面 多量 の砂，黒色砂 70％ （22片 ）

土　 師 器

B　 20 ．6 中位か ら直立 す る。ロ綾 部は， へ ラ削 り，内面 へ ラナデ。 器面 橙 色 Y

C　　 6 ．0 外傾 し端 部 で尖 る。底部 に大 き

な孔が あ る。

は 凸凹 で雑 な調 整。 不 良

11

壷 形土器 A （15 ．1） ロ綾部 は長 く， 外傾 して立 ち上 目線部 外両 横ナ デ， 内面へ ラ ミ 礫 ，細砂 ，黒 色砂 10％ （2 片 ）

土　 師 器
が る。 ロ緑部 の器厚 は胴部 よ り

厚 い。

ガ キ。 橙 色

良 好 （二 次焼 成）

Y

12

壷形 土器

土　 師 器

A （18 ．1） 日録 部は 中位 で屈曲 し，外 反す 目線部 内外 面横ナ デ。 胴部外 面 多量の細砂 90 ％ （95 片 ）

B　 30 ．8 る。胴部 は最大径 を上 位に もつ へ ラ削 り， 内面ナ デ。 内外面 は 橙色 Ⅹ＋ Y

C　　 6 ．5 球形 であ る。平 底。 磨 滅。 不良
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第103図　西原遺跡第12号住居跡出土遺物実測図（1）
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第104図　西原遺跡第12号住居跡出土通物実測図（2）
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第13号住居跡（第105図）

本跡は調査区城南端のF2co区を中心に確認された竪穴住居跡で，南へ傾斜する標高19mほどの

斜面部に位置する。本跡の南東側10mに14号住居跡，北西側13mに12号住居跡が隣接する。

平面形は，長軸6・32m。短軸6．25mの正方形を呈し，長軸方向はN－57．20－Eを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は25－50cmほどである。壁溝は北東壁と南東壁に部分的に検出

され，幅が15cm，深さが10cmほどの小規模なものである。床面は全体的に平坦で硬くなっている。

東コーナー部の貯蔵穴の西側や，南東壁ぎわの長径90cm e短径80cmの範囲が7cmほど高くなって

いて，特に硬く踏み固められている。

炉はPl～P4の主柱穴の内側に5基検出され，いずれも床面を炉床としたもので床面が赤色に硬

く焼けている。炉1はPlの南西側に位置し，平面形が長径40cm。短径30cmの楕円形である。炉2は

P4の北東側に位置し，平面形が長径50cme短形40cmの楕円形である。炉3はP3の北西側に位置し，

平面形が長径75cm e短径50cmの楕円形である。炉4は炉3とP3の間に位置し，平面形が長径90cm

。短径55cmの不定形である。炉5はP3の北東側に位置し，長径115cm。短径30cmの不定形である。

ピットは5か所検出され，規模や配列からPl～P4が主柱穴，P5が貯蔵穴と思われる。主柱穴は

円筒状で垂直に掘られ，規模はPlが長径38cm。短径34cm。深さ68cm，P2が長径32cm e短径31cm

。深さ76cm，P3が長径32cm。短径29cm・深さ76cm，P4が長径32cm。短径31cm e深さ75cmで，底面

がそれぞれ直径20cm前後で，平坦に固められている。Plの覆土中に炭化材，P2の覆土中に焼土ブ

ロックが含まれていた。主柱穴はほぼ対角線上に位置し，軸間の長さは南北で3．65m，東西で2．8

～3．25mである。貯蔵穴は，開口部が長径67cm。短径53cmの楕円形，底面が長径28cm e短径26cm

の円形を呈し，深さが85cmで深くなるほど狭く掘られている。貯蔵穴の覆土は，4層からなり，

1層の暗褐色土は10cmほどの厚さで，焼土粒子と炭化物を多量に含んでいる。これに対し，3e

4層は褐色土で60cmほどの厚さがあって，混入物がなく，さらさらとしている。

本跡の覆土は，3層からなり，上層と下層が褐色土，中層が極暗褐色土でレンズ状に自然堆積

している。炭化材が壁ぎわの覆土上位から床面中央部へ傾斜した状態で検出されている。また焼

土が床面南部の壁に近い覆土の中位から，床面中央部へ傾斜して堆積している。

出土遣物は土師器及び土師器片32鳥　砥石1点，滑石製の勾玉1点である。土師器の器種は無

形土器e甑形土器。士不形土器である。土師器は炉2の北西側に集中しており，半分ほど復元でき

た婆形土器が2点，ほぼ完形に復元できた小形の蛮形土器が1息床面から出土している。ほぼ

完形に復元できた甑形土器5は，南コーナー付近の覆土から折り重なってつぶれた状態で出土し

たが，そこから北へ4．4m離れた床面から出土した破片が接合された。勾玉は北東壁近くの床面か

ら，砥石は，P3の壁から中央部へ斜位に出土している。これらの出土遺物は，出土状況から本跡

に伴うものと思われる。
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第13号住居跡出土土器解説表（第106図）

番号 器　 種 法 量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　　　 考

1

球 形土器 A （11．8）休部 は強 く内攣 して立 ち上がる。 ロ緑部 内外面横 ナ デ。休部 外面 砂 ， 黒色砂 80％ （11片 ）

B　　 7．6 口綾 部は 器厚が 薄 く　 直立後 外 へ ラ削 り， 内面へ ラナデ 。 赤色 Ⅹ ＋Y

土　 師 器
†

反 し，内 面に稜 を もつ 。丸底 ぎ

み の平底 であ る。

普 通 底部 を除 き赤 彩

内面 に斑点状 剥離

2

無 形土器

土　 師 器

A （20．4） 口綾 部は 頸部 で くの字 に外傾 し， 口綾部 内外面横 ナデ 。胴部 外面 細砂 50％ （28片 ）

上位 で更 に外傾す る。 胴部 は球

形 を呈す る。

へ ラ削 り，内面 へ ラナデ。 橙 色

普 通 （二次 焼成 ）
Ⅹ ＋Y

3

無形 土器

土　 師 器

A　 15．5 目線 部は頸 部で 直立後 外反す る。 口綾部 内外面横 ナデ。 胴部 外面 礫 ，砂， 黒色 砂 60％ （24片 ）

胴部 は長胴 であ る。 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ。 器面

凸 凹で雑 な調整 。

橙 色

良 好 （二次 焼成 ）
Ⅹ ＋Y

4
無形 土器

土　 師 器

A　 14．5 口綾部 は 外反す る。胴部 は肩 の 目線部内 外面横 ナデ。 胴部 外面 多量の砂 ，黒 色砂 80％ （3 2片 ）

B　 14．8
C　　 7．0

は る球 形 であ る。 へ ラ削 り， 内面へ ラナ デ。 赤褐 色

普 通 （二 次焼 成 ）
Y

5

甑形 土器 A　 25．3 ロ綾部 は外傾 し，端 部 は平 らで 目線 部外面 横ナ デ， 内面パ ケ 呂 細砂 9 9％ （16片）

B　 2 3　3 あ る　 胴部 は内攣 しなが ら直立 調 整。胴部 下部 を除 きパ ケ目調 浅 黄橙色 Y

土　 師 器 C （6 ．9） 0ぎみ に立 ち上 が る。底部 に大 き

な孔 を有す る。

整， 下部 ナヂお よびへ ラ削 り，

内面 パケ 目 とナ デ。

良 好 （二 次焼 成） 斑 点状剥 離

砥石（第106図）

亀は長辺の4面が皿状に磨り減っており，一部は欠損している。一端に孔が貫通しており，孔

の一方の直径は6．7～7．0mmで，他方は7．4～7．6mmである。現存する法量は幅1．8cm e長さ6．3cm・

厚さ1．6cm，重量18gである。石質は流紋岩である。

勾玉

机ま板状を里し，石質は滑石製である。表。裏面にわずかに擦痕が認められ，側線には横位の
ノ

削り痕が認められる。法量は長径31．3mm。短径22．2mm e厚さ4．5mm，重量7gであり，孔径は1・5

mmである。
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第川5図　西原遺跡第13号住居跡実測図

凡例芸くね：聖主壷：票芸霊豊の他の遺物
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第14号住居跡（第107図）

本跡は調査区城の南端にあたるF3f2区を中心に確認された竪穴住居跡で9南へ傾斜する斜面部

に構築されている。本跡の北西10mに第13号住居跡が隣接している。本跡の南コーナー部は調査

区城の南側を通る道路のため調査できなかった。

平面形は9長軸7e48mの短軸5・42mの長方形を里し9長軸方向はN…私50－Wを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は25～40cmで言ヒ西壁が高くなっている。床面は平坦であるが，

やや南東方向へ傾斜しており9　3基の炉の南東側の床面は硬く踏み固められている。炉はいずれ

も中央から壁寄りに位置し，床面を掘りくぼめない地床炉で，炉床が赤色に硬く焼けている。炉

1ほ北東壁寄り，貯蔵穴（Pl）の北西側に位置し，平面形が長径70cm。短径50cmの楕円形である。

炉2ほ床面中央部の南側に位置し　平面形が長径56cm¢短径40cmの楕円形である。炉3は北西壁

寄りに位置し，平面形が長径80cm e短径48cmの楕円形である。炉1と炉3の炉床から赤色に強く

焼けた土師器片が出土している。

ピットは2か所検出され，規模や配置からPlが貯蔵穴と思われる。貯蔵穴は東コーナー部に位

置し，開口部の平面形は長径63cmも短径57cmの楕円私　底面は長径28cm陰短径22cmの楕円形で，

深さが63cmであり，断面形は漏斗状を呈している。貯蔵穴の覆土は暗褐色土を主体とする4層か

らな畑　覆土中に炭化粒子が含まれている。P2は北西壁ぎわに位置し9　平面形が長径30cm e短径

26cmの楕円形を里し9　深さは43cmであるが9　柱穴と判断することができなかった。

本跡の覆土は自然堆積の状況を示す3層からなり9　上層に黒褐色も　中層に黒色二L　下層に暗

褐色土がレンズ状に堆積している。北東壁ぎわおよび南東壁ぎわに焼土城が3か所検出され，こ

の焼土上に長さ25cmほどの炭化材が横たわっていた。炭化相の出土状況などから本跡は火災に遭

ったものと思われる。

出土遺物は縄文式土器6鳥　土師器及び土師器片272点である。土師器の器種は婆形土器命短

頸壷形土器e球形土器である。遺物は3基の炉の周囲から多く出土している。婆形土器は小片が

多く，器形が窺えるほどに復元できたものはない。完形または完形近くに復元できたものは，短

頸壷形土器2鳥　球形土器2点で，それぞれ壁近くの床面から出土している。土師器は出土状況

から本跡に伴うもので，縄文式土器は覆土上位からの出土であることから後世流れ込んだものと

思われる。
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凡例等ずくね：警去壷三笠芸慧豊の他の遺物

第相国　西原通路第摘号住居跡実測図
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第14号住居跡出土土器解説表（第108図）

番 号 器　 種 法 壷 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

棒 形 土 器 A　 14 ．5 休 部 は 半 球 形 で 丸 底 で あ る 。 ロ 内 外 面 と も磨 滅 が ひ ど く調 整 方 砂 （多量 ） 8 0％ （4 片 ）

土　 師 器

B　　 6 ．4 綾 部 は 短 く， 内 傾 す る 。 法 不 明 。 明 赤 褐 色

不 良

Ⅹ

内 外 面 に 赤 彩

2

土不形 土 器 A　 15 ．4 休 部 は 内 攣 し な か ら 直 立 し て 立 口 綾 部 内 外 両 横 ナ チ 。 休 部 外 面 細 砂 90 ％ （15 片 ）

土 師 器

B　　 7 ．8 ち上 が り， 深 い つ く リで あ る 。

ロ緑 部 は 器 厚 が 輝 く． や や 外 傾

す る 。 内 面 に 稜 を もつ 。

へ ラ 則 男　 内 面 へ ラ ナ チ 。 赤 褐 色

普 通 （二 次 焼 成 ）

X 十 Y

3

短 頸 壷 形 A　 ll ．1 ロ綾 部 は 直 立 す る 。 胴 部 は 球 形 □綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 砂 ， 黒 色 砂 10 0 ％ （3 片 ）

土　　 器

土 師 器

B　　 9 ．3 で 丸 底 で あ る 。 へ ラ 削 リ， 内 面 へ ラナ デ 。 に’ぷ い 赤 褐 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

Y

赤 彩

4

短 頸 壷 形 A　 lO ．7 ロ 緑 部 は 器 厚 が 薄 くや や 外 傾 す ロ 綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 黒 色 砂 90％ （2 8片 ）
土　　 器

土　 師 器

B　 lO ．2 る 。 胴 部 は球 形 で， 丸 底 で あ る。 へ ラ削 り． 内 面 ナ デ 。 赤 色

普 通 （二 次 焼 成 ）

Y

第108図　西原遺跡第14号住居跡出土遺物実測図
0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第15号住居跡（第109図）

本跡は，調査区城の西端にあたるDlh5区を中心に確認された竪穴住居跡で，本跡の南西側は谷

津に向って傾斜している。北東22mに第7号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸2．86m・短軸2．25mの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－60．5。－Eを指してい

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は北西壁で40cm，南東壁で26cmと南東壁が低くなっている。

南東側の壁高が低いのは，本跡が南東に傾斜している地点に構築されていることによるものと思

われる。壁溝は検出されていない。床面は平坦なロームで，炉の南側に東西に細長く85cmX45cm

の部分が硬くなっている他は軟らかである。炉は北西壁下に位置し，長径80cm・短径70cmの楕円
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形を呈し，皿状に8C両まど掘りくぼめられた地床炉である。炉床は，南側と北側の大小2か所が

直径30。mと20〔一mの円形に赤く焼けてお生　2基の炉が重複している。覆土中には焼土および炭化

物が多量に含まれており，炉の使用回数が多かったものと思われる。

貯蔵穴（Pl）は束コーナー部に位置し，開口部の平面形が長径63clm・短径55cmの楕円形を里し，

深さが32cmほどの捨鉢状を呈している。貯蔵穴の覆土は3層に分けられ，上層が黒褐色土，中e

下層が褐色土で，自然堆積を示している。上・中層には多量の焼土粒子と炭化物が含まれている。

本跡の覆土は，レンズ状に3層に自然堆積している。上・中層は黒褐色土，下層は暗褐色土で9

10cmほどの厚さの下層中には，焼土粒子と炭化物が特に多く含まれている。

出土遺物は，土師器及び土師器片17点で，器種は無形土器eま不形土器である。

婆形土器と球形土器のそれぞれ2点は，完形またはほぼ完形に復元された。遺物は西コーナー付

近と南コーナー部を除いた床面にまばらに出土している。これらの出土遺物は，本跡に伴うもの

と思われる。

i311＆6rn
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第109図　西原遺跡第15号住居跡実測図
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第臓号住居跡出立土器解説表（第110図）

番号 器　 柾 法 基 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

棒 形 土 器 A　 14 ．2 休 部 は 内 攣 ぎみ に 大 き く開 い て 目線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 砂 ， 多 量 の 黒 色 砂 100 ％

B　　 5 ．8 立 ち上 が り， 目線 部 は 内傾 す る 。 へ ラ ミ ガ キ ， 内 面 は 雑 な 放 射 状 橙 色 Y

土　 師 器 C　　 5 ．4 の へ ラ ミガ キ 。 内 面 の 下 位 に赤

で ＋ 印 。

良 好 内 外 面 上 半 に 赤 彩

2

球 形 土 器

土　 師 器

A　 lO ．1 休 部 は 内 攣 しな が ら大 き く問 い 日録 部 外 面 横 ナ デ ， 休 部 外 面 へ 細 砂 ， 多 義 の 黒 色 100 ％

B　　 4 ．1

C　　 3 ．2

て 立 ち 上 が る 。 目 線 部 は 直 立 後 ，

短 く， 外 反 す る。

ラ削 り。 内 面 へ ラ ナ デ 。 砂

に ぷ い 橙 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

Y

3

婆 形 土 器

土　 師 器

A　 ll ．7 目 線 部 は 頚 部 で くの 字 に 屈 曲 し ロ緑 部 内 外 面 ナ デ 。 砂 ， 黒 色 砂 15％

外 傾 す る。 口 唇 部 は 大 き くゆ が

ん で い る。

橙 色

良 好

Y

4

無 形 土 器 A　 12 ．3 口 緑 部 は 緩 や か に 外 反 す る 。 胴 日録 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 細 砂 99 ％ （9 片 ）

B　 17 ．2 部 は 球 形 で器 面 が 凸 凹 で あ る。 へ ラ削 り。 橙 色 Ⅹ ＋ Y

土　 師 器 C　　 5 ．2 平 底 で あ る 。 良 好 外 面 に 煤

底 部 に 斑 点 状 剥 離

5

無 形 土 器

土　 師 器

A　 15 ．2 ロ 縁 部 は 短 く， 外 反 し，尖 る。 目線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 砂 ， 多量 の 異 色 砂 60 ％ （35 片 ）

B　 13 ．2 胴 部 は ほ ぼ 球 形 を呈 す る。 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 橙 色

普 通 （二 次 焼 成 ）

Y

外 面 に 斑 点 状 剥 離

6

婆 形 土 器

土　 師 器

A （23 ．7 ） 目 線 部 は 直 立 後 外 反 す る。 胴 部 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 礫 ， 砂 ， ス コ リア 40 ％ （14 片 ）

は球 形 で あ る 。 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

l

X ＋ Y

斑 点 状 剥 離

2　土　坑

第3号土坑（第111図）

本跡は，C2j4区に確認され，南1．5mに第1号住居跡が隣接する。平面形は長径1・3m。短径1・1

mの楕円形を呈し，長径方向はN－920－Wを指している。壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は

26cmほどである。底面は平坦で締っている。覆土は2層で，上層がローム粒子を多量に含む黒褐

色土で厚くレンズ状に堆積し，下層がロームブロックを多量に含む暗褐色土で薄く堆積している。

遣物は出土していないが，形状・規模が，第4号土坑と類似しており，位置などからも古墳時代の

住居跡と同時期と思われる。

第4号土坑（第111図）

本跡は，C3al区に確認され，南東8mに第1号住居跡，同6mに第5号土坑が隣接している。

平面形は，長径1．66m e短径1．58mのほぼ円形を呈している。壁はやや外傾して立ち上り，壁高

は30cmほどである。底面は中央部がやや凹んでいる。覆土は4層からなり，2層の黒褐色土がレ

ンズ状に堆積している。

遺物は土師器片15点が，北西側から流入した最下層の中位から床面にかけ出土している。土師

器片は婆形土器の胴部小片で図示できないが，胎土。色調e焼成が住居跡内出土の整形土器と同

じであるので住居跡内出土の土師器と同型式と思われる。
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第110図　西原遺跡第15号住居跡出土遺物実測図
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第5号土坑（、第111図1

本跡はC3b2区を中心に確認された土坑で9　東3．5mに第ユ号住居跡学北西6mに第4号土坑が隣

接している。平面形は直径』購血の円形を呈している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は35cm

ほどである。底面はやや凸凹で踏み固められている。覆土は暗褐色土が3胤　レンズ状に自然堆

積している。遺物は出土していないがラ　形状9　規模などが第6号土坑に類似しておりサ　位置など

からも古墳時代の住居跡と同時期と思われる。

「絞㍉竿㌦竿
「く三言；－　　　　　　　　・′っニハユ′

1∂

SK≠3

第日日図　西原遺跡第304e5号土坑実測図

SK－5

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

∵　　　‥　　　t l、

第6号土坑（．：第112図1

本跡は9C2C7区に確認された土坑で9南東14mに第2号住居跡が隣接している。壁が一部撹乱を

受けて形がくずれているが9　平面形は直径且．76mの円形であったと思われる。壁はほぼ垂直に立

ち上がり9　壁高38cmほどである。底面はやや凸凹で9　部分的に硬く踏み固められている。覆土は

3層で自然堆積の様相を示している。上層が極暗褐色土，中層が黒褐色土，下層が暗褐色土で，

各層ともロームブロックを含んでいて軟らかである。

出土遺物はラ　土師器片摘薫土玉主産　砥石主点が出土した。遺物は壁ぎわから底面中央部へ

やや流れ込むように出土している。

第6号土坑出土土器解説表（第11封舶
番可 器 種 桓 組 ）

器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 序 土・色調欄 成i 備　 考

1
汀線部片で ，ロ緑部は大きく外

［
日録部内外商横ナデ。　　　　　 細砂　　　　　　　 15％ （3 片ラ

反する。 にふい橙色　　　　 Ⅹ
土 師 彗 不良 （二次焼成）

雄 汗：；二討 i
目線部は短くて，やや外傾する。 ［‾．j緑部内外面横ナデ。休部外面　 細砂　　　　　　　 15％ （2 片ラ
H 綾部の器摩軋　 休部より薄い。へラ削り，内面ナデ。　　　　　 赤褐色　　　　　　 Ⅹ

良好 （二次焼成）

rl一一一21（主一一



砥石（第112図　3）

砥石は2面が皿状に，他の一面は平らに磨り減っている。もう一面は割れたままの面で，細い

直線の溝が10本ほど認められる。法量は幅8．0cm・長さ10．5cm・厚さ5．6cm，重さ357gである。

石質は流紋岩である。

凡例
・杯　　0襲・壷・短頸壷口甑

・手ずくね・土玉　。石製晶ムその他の遺物

2m

！　　　；　　　！ 3

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

4　　　l i i
第112回西原遺跡第6号土坑実測図・出土遺物実測図

3　遺構外出土の遺物

遺構確認作業などの過程で古墳時代の遺物として，土師器片605点，須恵器片1点が出土して

いる。

土師器（第112図　4）

土師器は，調査区全域から破片で出土し，これらの土師器は住居跡出土の土師器と同一型式の

ものである。その中で，小片ながら典型的な須恵器模倣の棒形土器片が1点出土している。4

は口緑部内・外面とも横ナデ調整され，色調は橙色である。胎土は細砂を含み，焼成は良好であ

る。

須恵器

須恵器の1点は，小片で器形は不明であるが，住居跡出土の須恵器と同一型式のものと考えら

れる。
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第5節　そ　の　偽

第1号土坑（第113図）

本跡は，D2el区に確認された土坑で9　第7号住居跡の南東壁を切って構築されている。本跡は

第7号住居跡を調査中に検出されたものである。平面形は，直径0．4mほどの円形を呈していたもの

と思われる。壁は垂直に立ち上がり，壁高は38cmほどである。底面は平坦である。覆土中に焼土

が多義に含まれていた。

本跡の底面から大きな丸石3点と小さな割れ石3点が東西1列に並べたような状況で出土した。

丸石は，東側の2点が長径を南北に向け，西側の1点が長径を東西にl軸ナてすきまなく並べてあ

った。割れ石は西端の丸石の西側にかためられてあった。丸石の3点は大きさが10×8×5cmほ

どで，石質は2点がチャー上1点が安山岩である。割れ石の3点は大きさが6×4×2cmほど

で，石質は流紋岩で，二次焼成を受けている。本跡の時期は第7号住居跡より新しいが，時期を

限定することはできなかった。

策14号土坑（第113図）

本跡は，E3C5区を中心に確認された土杭で，北側15mに第9号住居跡，南側13mに第11号住居

跡が隣接している。平面形は長径2．6m。短径2．45mのほぼ円形を呈している。壁は外傾して立ち

上がり，底面は平坦で硬くなっている。壁高は44cmほどである。覆土は黒褐色土を主体とする3

層からなり，各層ともよく締っている。本跡に伴うと思われる遺物は出土しておらず，本跡の性

格，時期ともに不明である。

第1号井戸（第114図）

本跡C3ho区を中心に確認された円筒形の井戸である。井戸の内径は0．9mで，垂直に掘り下げ

られている。確認面から2mまで魔は下げたが，水は出てこなかった。この面から上6mの長さ

の鉄棒を突きさしたところ底面に当たらないので3．6mをこえる深さがあるものと思われる。ハー

ドロームの硬い壁には鋭利な刃の痕跡が残っている。井戸の上部は，長径2．65m，短径2．00m，

深さ30cmほど広く掘られている。この広い部分は底面が踏み固められていないので井戸の足場と

断定することはできない。井戸の覆土は，5層から下は埋め戻しと思われる。

遣物は，本跡に伴うと思われるものが出土せず，時期を明確にできなかった。掘り込みの形状

から判断すると，近世以降と思われる。
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第日4回　西原遺跡第1号井戸実測図

第瑠号溝（第115図）

本跡は9　調査区城の西端のB3d3区から東端のB射2区にかけて確認された藩であり言黄の両端と

も調査区城外へと延びている。

溝はB3d3区から南東方向へほぼ直線的に延びてB4i2区に達しており9全長は40mである。確認

面における幅は35～65cm学　底面における幅は20～45cmでサ　断面形状が皿状である。確認面から溝

底面までの深さは5～18cmと浅く言黄底面のレベルは北西端で19．5m，南東端で19．3mであ生

南東方向へゆるやかに傾斜している言葺内の覆土は9　上層にローム粒子を含む暗褐色土が亨　下層

には褐色土が自然堆積している。覆土は軟らかであり，新しい時期に堆積したものと思われる。

遺物は出土していない。

一一一黒（十一一一
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第2号溝（第116図）

本跡は，C2i4区からC3g4区にかけて確認された溝で，C2j6区で第4号住居跡を掘り込み，C3e2

区からC3g4区にかけて第2号住居跡の北東壁にそって掘られている。

溝はC2i4区から南西方向へ2m直線的に延びて，C2i4区の南側でほぼ直角に南東方向へ屈曲し

10mほど直線的に延びている。溝はさらにD2a6区でほぼ直角に北東方向へ屈曲し，32m直線的に

延び，また，C3cl区でほぼ直角に南東方向へ屈曲し17m直線的に延びている。溝の全長は61mで

確認面における幅は30～40cm，底面における幅は20～25cmで，断面形状は皿状である。確認面か

ら溝底面までの深さは，6～15cmと浅く，溝底面のレベルは，C3el区のコーナー部が19．41mと高

く，これより両端へ行くほど低くなり，南東端のC3g4区で19．18m，北東端に近いC2i4区で19．10

mである。構内の覆土は，上層にローム粒子を多量に含む黒褐色土または暗褐色土が，下層には

褐色土が自然堆積している。覆土は軟らかであり，新しい時期に堆積したものと思われる。遺物

はC2i7区覆土から陶器のスリバチの小片が1点出土しているが，本跡に伴うものとは思われない。

第3号溝（第115図）

本跡は，E3i4区から調査区城南東端に位置するF3a7区にかけて確認された溝であり言責の南東

端は調査区城外へと延びている。

溝はB3i4区から南東方向へほぼ直線的に延びてF3a7区に達しており，全長は18mである。確認

面における幅は45～65cmで，断面形状は皿状である。確認面から溝底面までの深さは14～22cmで

あり言萬底面のレベルは北西部が19．39m，南東部が19．37mとやや南東へ傾斜している。構内の

覆土は，上層に黒褐色土，下層に褐色土がレンズ状に自然堆積している。覆土はやや締っている

がごく近年に堆積したものと思われる。遺物は覆土中に縄文時代早期茅山式の土器小片が9点出

土しているが，本跡に伴うものとは思われない。
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第6節　ま　と　め

当遺跡からほ縄文時代早期野島期の炉穴1基，古墳時代鬼高期の住居跡15軋　同期の土坑4基，

時期不明の土坑2基，井戸1基言黄3条が検出された。ここでは，古墳時代の住居跡の時期と土

師器の特徴などを中心にまとめることにする。

1　縄文時代の遺構・遺物について

当遺跡からは，縄文時代の遺構として調査区城の北東端に縄文時代早期野島期の炉穴1基が検

出された。第1号炉穴は炉床部を除き削平されてしまって，形状e規模をとらえることができな

かったが，炉床付近に野島式土器がまとまって出土し，野島式土器の組み合せを考える上で良好

な資料を得た。

遺跡の北東側には，野島式土器が第117図のように分布し，当遺跡の北側40mの地点には北から

入り込んだ谷津があり，この谷津に画する台地縁辺部に野島期の遺跡があると想定される。した

がって第1号炉穴はこの野島期の遺跡の南端に位置しているものと思われる。

第117回　西原遺跡遺構外出土土器・礫分布図

2．礫の出土分布

一一2241－－・
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炉穴からの出土遺物には，典型的な野島式土器である微隆起線文の施された1群1類の土器と，

土器の内・外面に条痕文だけが施された1群2類の土器が其伴していた。

2　古墳時代の住居跡の構造について

当遺跡から検出された住居跡に関する計測値は一覧表に記載した通りである。

住居の規模は，床面積が70m2以上の大形のものが2軒，10mZ以上70m2未満の中形が11軒，10mZ

未満の小形のものが2軒で規模に斉一性は認められなかった。平面形は3軒が正方形で，他の12

軒は長方形であり，形のゆがんでいるものが多い。壁溝のある住居は，正方形の第11号住居跡と

表9　西原遺跡住居跡一覧表

住 居 位 長　　 軸

平 面 形

規　　　 模 壁 炉 柱 穴 貯 蔵 火

災

出　　　　　　 土

時 期
長軸 ×短 軸

面　 蝋 m z）

壁高

（cm ）番号 置 方　　 向 溝 数 数 穴 数 遺　　　　　　 物

1 C 3 b 4 N … 6 0 － E 正　 方　 形
9 ．4 8 ×9 ．24

87 ．6
12 無 4 4 ユ

土師若 一杯 ・短 頚壷 ・鉢 ・婆，須 恵器

…高 坪 ・壷 ，土玉 ，臼玉

古墳 時代

鬼　 高 期

2 C 3f5
N …550 d－W

長　 方　 形
9 ．94 ×7 ．90

23 無 1 4 2 有
土師器 一杯 朝 ‾・短 頸壷 ・鉢 ・婆 ・壷， 古墳 時代

（N …35 L E ） 78 ．5 須恵器 一旗 ，土玉 ，双孔 円板，砥石 鬼　 高 期

3 D 2 b 8 N …650 … E 長 方 形 状
4 ．44 ×3 ．10

13 ．8
18 奴 1 0 1 有

土師器 …杯 ・柑 ・短頸 壷 ・鉢 ・婆・甑

・壷，須 恵器 一球 ・蓋 ，双孔 閂板

古墳 時代

鬼　 高 期

4 C 2 j6
N　 …37 ．80 －W

（N －5 2 ．2CJ E ）
隅丸長 方 形

3 ．92 ×2 ．66

1P ．4
10 無 1 0 0

士帥器 一時 ・川 ・悪 古墳 時代

鬼　 高 期

5 D 2 f云 N －500 … E 長　 方　 形
6 ．40 ×5 ．09

32 ．6
2 9 無 2 0 1

土師器 一緒 ・短頚 壷 ・婆 ・壷 ，土王 古墳 時代

鬼　 高 期

6 D 2 g 2 N …44 ．20 … E 隅丸長 方形
2 ．92 ×2 ．48

7 ．2
38 虫旺

ノIlヽ
3 0 0

土師器 一緒 ・短頚 壷 増か 壷， 須恵

器，土 玉， 勾玉

古墳 時代

鬼　 高 期

7 D le （） N －720 … E 長 方 形 状
5 ．27 ×4 ．39

23 ．1
3 6 3証

ノIlヽ
1 0 1 有

土師器 一杯 ・短頸壷 ・慈 ・甑 古墳 時代

鬼　 高 期

8 D 2j6 N …4 5 ．50 －E 長　 方　 形
4 ．54 ×3 ．69

16 ．8
2 6 4旺

ノlヽヽ
2 0 1 有

土経 路 」率 短頚 壷 ・婆 ・甑 ，

須恵虻ト十壷

古墳 時代

鬼　 高 期

9 D 3 115 N －58 ∴30 …E 長　 方　 形
7 ．06 ×5 ．35

37 ．8
2 5 奴

ノlヽヽ
2 0 1 有

土師器一杯・短頸壷ヰ 捏ね土器・鉢 ・小

形婆 ・婆・甑・壷，土玉，勾玉，臼玉，砥石

古墳 時代

鬼　 高 期

10 E 3g l
N …30。－W

（N …600 －E ）
長　 方　 形

5 ．04 ×4 ．10

20 ．7
’20 無 2 0 1 有

土師器 一杯 ・婆 古墳 時代

鬼　 高 期

11 E 3 g6
N …48 ．40－W

正　 方　 形
6 ．54 ×6 ．53

37 有 3 6 1 有
土 師欄「∴棒・短頸 壷 ・手 捏ね 土器 ・

確
瓦

古墳 時代

（N …41 ．6 0－ E ）
i

4 2 ．7 鬼　 高 期

1 2 E 2j 8
N …34 ．40…W

（N …55 ．60－ E ）
長　 方　 形

6 ．59 ×5 ．00

3 3 ．0
38 虫庄 2 0 1

土 師器 一杯 ・短頸 壷 ・婆 ・甑 ・土玉 古墳 時代

鬼　 高 期

1 3 F 2 co
N －57 ．20… E

（N …32 ．80 ～W ）
正　 方　 形

6 ．32 ×6 ．25

39 ．5
50 有 5 4 1 有

土 師器 一杯 ・慈 ・甑 ・勾玉 ，砥石 古墳 時代

鬼　 高 期

1 4 F 3 f2
N －43 ．50…W

（N －46 ．50－ E ）
長　 方　 形

7 ．48 ×5 ．42

40 ．5
40 重圧

JIlヽ
3 0 1 有

土 師羞ト∴棒 ・短 頸壷 ・婆 古墳 時代

鬼　 高 期

1 5 D lh 5 N －60 ．50 …E 隅丸 長方 形
2 ．86 ×2 ．25

6 ．4
40 無 2 0 ′1 有

土 師岩ト∴杯 ・慈 古墳 時代

鬼　 高 期
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第13号住居跡の2軒だけであり，しかも第13号住居跡では断続的で明瞭なものでなかった。次に

住居の特徴を項目ごとに記載する。

（1）主柱穴について

主柱穴の検出された住居は，第1。2　ell。13号住居跡の4軒だけで，このうち第1。11e13

号住居跡の3軒は正方形である。第2号住居跡は長方形であるが，床面積が78．5mZと大形の住居

跡である。主柱穴は対角線上に4か所配置されてお一㌦　第11号住居跡では，主柱穴の間に2ヶ所，

主柱穴より小さい柱穴が掘られていた。

主柱穴の掘り方は直径30～40cm，深さが46～96cmほどで，直径32cm，深さ75cmほどのものが多

く，ほぼ垂直に掘られていた。底面は平担で硬くなっていた。

主柱穴の検出されない住居は，平面形が長方形で，形のゆがんだものが多い。主柱穴の検出さ

れない住居で一番大きいのは，第9号住居跡で，主柱穴の検出されている住居で一番小さい住居

の第13号住居跡よりも小さく，主柱穴の有無は住居の規模に関係していると思われる。

（2）床面について

床面が広い範囲にわたって硬く締っていた住居は，第4号住居跡と第11号住居跡の2軒だけで，

やや硬く締っていたのが第9　elO・12号住居跡である。他の10軒の住居はやや軟弱であった。

床面が部分的に硬く締っていた住居は5軒で，第3。14。15号住居跡は炉の近くが，第5号住

居跡は南コーナー部が，第6号住居跡は南東壁ぎわが硬く締っていた。炉の近くや壁ぎわが硬く

締っていたのは，その場所が生活の中心的な場所であったためと思われる。

（3）炉について

炉は15軒のいずれの住居にも設けられており，複数の炉が設けられていたのは9軒で，第13号

住居跡には5基の炉が設けられていた。複数の炉を有する住居では，炉が同時に使用されたので

はなく，順次に使用されたものと思われる。

また，炉床の焼け具合が均一でないことから

使用回数には差があったと思われる。

炉は床面に焼土が数センチメートル堆積L

N

第11鋸頚　西原遺跡住居跡最軸方向
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た状況で確認された。炉床が床面と同じレベルで掘り込みのない炉は，33基の炉のうち18基で，

他の炉も掘り込みは2～10cmと浅く，使用前は掘り込みのない地床炉であったと思われる。

（4）貯蔵穴について

貯蔵穴は，第4　e6号住居跡の2軒を除いて設けられており，第2号住居跡には2基，他の住

居には1基設けられている。貯蔵穴の位置は，第2号住居跡の2基の貯蔵穴のうちの1基を除き

すべて住居のコーナー部に設けられており，13軒のうち10軒は東コーナー部に設けられている。

貯蔵穴の規模・形状などは，表10に記述した通りで，開口部は直径70cmほどの円形であるが，

深くなるほど狭くなっていき，底部は直径25cmほどになる。深さは85cmと柱穴を一まわり大きく

したものが多い。貯蔵穴を区画するような周堤の設けられていたのは，第2ell。13号住居跡の

3軒である。

貯蔵穴から完形または完形に近い土師器を出土する住居跡が5軒あった。第1号住居跡の貯蔵

穴からは，婆形土器の底部を欠損したものと，この下に完形の球形土器が重なって出土した。第

5号住居跡の貯蔵穴からは，完形の短頸壷形土器が出土し，第3　e7。10号住居跡の貯蔵穴から

はいずれも球形土器が出土している。

貯蔵穴の用途が判断できるような資料は得られなかったが，狭くて深い貯蔵穴が多いことから

判断すると，生活の知恵としで恒温で貯蔵するのが適している食物を貯蔵したものと推定される。

（5）住居の構築材について

第11号住居跡と第13号住居跡の床面から出土した直径10cm以上の炭化材の樹種同定をパリノe
（1）

サーヴェイ株式会社に依頼したところ，炭化材はクヌギである可能性が高いという結果を得た。

このことから住居の構築材としては主にクヌギが使用されていたものと思われる。

遣存のよかった第11号住居跡の炭化材は，丸太状のものであることが認められた。また，直径

5cmほどの丸太状の炭化材（PL71）には，幅4cm，深さ1cmほどの直角方向へのキザミが認められ

丸太にキザミを入れて使用した好資料である。

乗用　貯蔵究一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位は。m

住倍跡名
1 2 3 5 7 8 9 10 11 12 13 14 15

位　　 置
南東コ 南コー 南西壁 南コー 東コー 束 コー 東コー 東 コー 東コー 東コー 東コー 東コー 東コー 東 コー

ーナー ナー ぎわ ナー ナー ナー ナー ナー ナー ナー ナー ナー ナー ナー

開口部

平面形
円　 形 楕円形 円　 形 円　 形 円　 形 円　 形 楕円形 円　 形 楕円形 円　 形 円　 形 楕円形 楕円形 楕円形

開口部の

長径×短径
7 0 64×5 7 70 65×55 52 50 65×5 5 52×50 75×6 2 7 2×66 67 67×53 63×57 63×55

底部の

長径×短径
2 5 25×20 20 4 2×3 5 16 37 ×32 23 30×26 40 30×25 30 28×26 28×22 0

深　　 さ 8 5 78 103 56 10 9 60 50 80 80 8 5 90 85 63 32

出土遺物 抹 林 短頸壷 士不 杯

備　　 考 周　 堤 周　 堤 周　 堤
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住居は大小様々であるが，いずれも貯蔵穴が設けられてお生　出土遺物の構成に顕著な差異を

見出せないので，15軒の住居はほぼ同様な機能を有していたと思われる。住居の形状および構造

は，和泉期の特徴を有しているものと思われる。

3　土師器の分類と住居跡の時期

（1）土師器の分類

西原遺跡出土の土師器の特徴をつかむため，器形ごとに分類してみた。なお，3－1とあるの

は，第3号住居跡出土遺物番号1を表し，土器解説表および実測図の番号と同じである。

［重車重窒］

風類　休部が底部から大きく開きながら内攣して立ち上がる器高の低い棒形土器のうち目線部

が直立または内傾するものを本類とする。底部の形状や稜の有無により，次の5種に細分される。

なお，A類の棒形土器は内。外面が赤彩されている。

創顆　底部は丸底で，目線部に稜がなく器厚が全体に薄く，胎土は砂礫を含まず緻密であり，

他の棒形土器と比べ異質な感じを受ける土器を本類とする。内e外面はへラミガキ調整され，外

面の底部付近はへラ削り調整されている。3－障空の2点だけが出土している。

風2塀底部は丸底または丸底を平底風に削っており，ロ綾部に稜がなく，Al類に比べ厚手なつ

くりの土器を本類とする。外面は口綾部が弱い横ナデ，以下はへラ削り調整されているが言責目

でケズリ痕の不明瞭なものが多い。内面はへラミガキ調整され，一部に放射状に磨かれているも

のがある。

風3顆　底部は平底で，他の器形はA2類に類似した土器を本類とする。底部の器厚が休部よりや

や薄いものと，厚いものがある。調整方法はA2類と同じである。

風超類　底部は平底で，目線部外面に段状の稜を有する土器を本類とする。調整方法はA2類と同

じである。鬼高式の様相の強い土器で，雲上…5の1点だけが出土している。

B輯　底部と休部はA類に類似しているが，目線部はややくびれてから外反する土器を本類と

する。底部の形状や稜の有無によ年次の3種に細分される。なお，B類の棒形土器は内・外面が

赤彩されている。

B憾B顆のうち，底部が丸底または丸底風平底の土器を本類とする。目線部内面に弱い稜を

有する。内面と外面の上位はへラミガキ，外面の中位以下はへラケズリ調整されている。

随2顆底部は丸底を削った平底で，外面は目線部が横ナデ，以下はへラ紳）調整され，内面は

目線部が横ナデ，以下は放射状にへラミガキ調整されている。鬼高式土器の様相を強くもつ土器

で，9－6e　冒，柑－5の3点が出土している。

随3韓　B類のうち器厚の厚い平底を有する土器を本類とする。悶…3，棋拉帯の2点だけが出
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士している。

鑑幾　器形はBl賓頁を大きくしたもので，碗形土器に類似した土器を本類とする。外面は目線

部が弱い横ナデ，体部がへラ削り調整されている。内面は口綾部が弱い横ナデ9　休部がへラナデ

またはへラミガキ調整されている。内。外面は赤彩されている。

沙頬　休部は半球形で，器厚が厚く，目線部は直立または内傾する土器を本類とする。外面は

目線部カ†弱い横ナデ9　休部がナデまたはへラ削り調整され，内面は日録部が弱い横ナデ，休部が

へラナデ調整されている。

匠類　休部はD類に類似するが，口綾部は短く，口唇部がつままれ，尖って外反する土器を本

類とする。口線内の外面に稜をもち，和泉式土器の様相を強くもっている。底部の特徴で2種に

分ける。

匠塀　E幾のうち丸底または丸底風平底の土器を本類とする。外面は目線部が横ナデ，休部が

へラナヂまたはへラ削り調整され9　内面は日録部が横ナデ，休部がへラナデ調整されている。

監望報　E類のうち平底の土器を本類とする。外面は目線部が横位のへラミガキ，体部がへラ削

り調整され，内面は日録部が横位のへラミガキ，休部がナデ調整されている。

目線部の小片と休部の小片が合わせて3点出土しただけで9　全体の器形は窺えない。

胴部は上位に最大径を有する球形で，目線部は短く直立する。底部は丸底風の平底が多く，目

線部の器厚が胴部に比べ薄くなっている。ロ綾部は内e外面が弱い横ナヂ調整，胴部は内面がナ

デまたはへラナデ調整，外面がへラ削㌢）調整されている。底部外商を除く全面が赤彩されている。

手捏ね土器

円盤の形に粘土の上部を指やへラでえぐり取った雑なつくりである。色調は黒褐色で，焼成も

不良である。第9号住屠跡と第11号住居跡の2軒だけから出土している。

休部は底部から内攣しながら立ち上がり，日が大きく開いている。球形土器を大きくした土器

である。日縁部は内。外面が横ナデ調整，休部は内面がナデ，外面がへラ削り調整されている。

小形婆形土器

休部は内攣しながら直立ぎみに立ち上がり，上位で最大径となってくびれる。目線部は外傾し，
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士不形土器Al　　　　坤形土器A2　　　　土不形土器A3

曾瓦形土器B

ー230一

「［瑠
壷形土器B

『：昆土器A
第120図　西原遺跡土師器分類
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表11　住居内出土遺物器種別一覧表

1謡 ＼璽 禦
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 13 14 1 5 計

棒形 土器 A l 2 （1） 2 （1）

球 形土器 A 2 2 の射2 ） 2（1） 3 （3） □4 （3） 口2 （1）0 1 1 1 （1） 20 （11）

球 形土器 A 3 。l （l） 2 （2 ） 1（1） ●
□1（1）

5 （5）

待形 土器 A 4 □＝1） 1 （1）

鉢形 土器 B l 、e 3 （1） 3（1） 9 （6 ） 1 5 （8）

抹形 土器 B 2 2（2 ） □1 3 （2）

棒 形 土器 B 3 。1（1） 1 （1）

抹 形土 器 C 1 1 ト用 □7 （6） 1 （1） 1（1） 12 （9）

棒 形土 器 D 1 （1） e 3 （3） 1 （1） 。1 （1） 6 （6 ）

棒 形土 器 E l 1 （1） ・1 6 （5） 4 （1） 12 （7 ）

棒 形土 器 E 2 1 （1） 1 （1）

柑 形土器 1 ・1 1 3

短 頚壷形 土器 ・2 1 6 4 （1） ∪
・4 （4 ）

1 （1） 1 （1） 1（1） 1（1） e 2 （2） 17 （11）

手 捏 ね 土 器 7 （7） 2（2） 9 （9）

鉢　 形　 土　 器 ・1 ・1 1 1 4

′ト形無形 土器 3 3

婆形 土器　 A e 4 （3） 1 （1） 1（1） 1 7 （5）

無形 土器　 B 1
l

e H 1） 2 （2 ） ・l 1 2 。1 ・2 （1） ・2 （1） 13 （5）

婆形 土器　 C e 4 （2 ） 1 ・1 △4 1 1日 2）

婆 形土 器　 D e l ・1 ●
△4 （1）

°
ム5

・l 12 （1）

婆 形土 器　 E 2 。2 （l） e 3 2 2 1 1 （l）

無形土器その他 F °
△ 5（1）

1 1 （1） 1 1 2 1 3 ・1 16 （2）

甑 形土 器　 A ・1 1 （1） e l（1） 3 （2）

甑 形土 器　 B ・1 △1（1） 2 （1）

甑 形土器　 C 。3 （2） ・1 1 2 （1） 7 （3 ）

壷形土器＝　 A 1 1 （1） 2 （1）

壷 形土器　 B 1 1 2

須　 恵　 器 2 1 2 （2） 2 1 8 （2 ）

土　　　 玉 2 28 7 1 10 1 4 9

石

製

模

造

当

双孔 円板 3 3 6

勾　　 玉 1 2 1 4

臼　　 玉 3 1 4

紡 錘　 車 1 1

砥　　 石 1 3 1 5

凡例　（）内は完形または80％以上復元できた土器の数

◎　胎土に黒色砂を含む土器

△　パケ目調整が認められる土器

□　内面に放射線状のミガキが認められる土器
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頸部内面に稜を有する。底部は平底である。目線部は内e外面が横ナヂ調整，胴部は内面がへラ

ナデ，外面がへラ削男調整されている。第9号住居跡から3点出土しているだけで，9－24の内

面は黒色処理されている。鬼高式土器の様相を強くもった土器である。

魚類　胴部はほぼ球形で，日録部は直立ぎみに立ち上がる土器を本類とする。器厚がやや薄く，

胴部の外面がナデ調整されている。和泉式土器の様相を強くもっている。

醸胴部はほぼ球形で，目線部は外反する土器を本類とする。器厚が厚く，胴部の外面はへ

ラ削年調整されている。

C顆　胴部は横に長い球形の土器を本類とする。器厚が厚く，胴部の外面はへラ削り調整され

ている。

日額、胴部はやや長胴で，目線部は直立ぎみに立ち上がる土器を本類とする。器厚は厚く，胴

部の外面はへラ削りまたはパケ目調整されている。鬼高式土器の様相を強くもっている。

巨額　目線部は頸部でくの字に屈曲し外傾している土器を本類とする。

匠韓　A～E業酎こあてはまらない婆形土器を本類とする。

甑形土器

風類　頸部でくびれがない，鉢形を呈した小形で孔が小さい甑形土器を本類とする。和泉式土

器の様相を強くもっている。

B類　器形はA類に類似しているが，大形で孔が大きい甑形土器を本類とする。第12・13号住

居跡の2軒から出土している胴部の外面は13－5がパケ目調整，12－10がへラ削I）調整されてい

る。鬼高式土器の様相を強くもっている。

駁類．婆形の大形の甑形土器を本類とする。目線部は内。外面が横ナデ，胴部は内面がナデ，

外面が上位をナデ，下位をへラ削り調整されている。雑なっくりである。鬼高式土器の様相を強

くもっている。

壷形土器

魚類　目線部の中間につぎ足しによる屈曲が認められる壷形土器を本類とする。胴部は球形で，

大形である。目線部は内面がナデ，外面が横ナデ，胴部は内面がナデ，外面がへラ削り調整され

ている。

B顆　A類の他の壷形土器を本類とする。口緑部は長く外傾している。ロ綾部とか胴部片だけ

の出土で全体の器形を窺えない。
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（2）住居跡の時期

住居跡出土の土師器は和泉式と鬼高式の様相をともにもっており，その中で和泉式の様相の強

い土師器には，提彰土器El類，婆形土器A e E類，甑形土器A類などがある。鬼高式の様相の強
感炉率払㌫科机

い土師器には，棒形土器A4・B2類，手捏ね土器，小形婆形土器，婆形土器B・D類，甑形土器B

e c類などがある。特に棒形土器A4・B2類は口緑部外面に稜を有するとともに，休部内面が放

射状にへラミガキ調整されてお生　須恵器模倣の球形土器に類似している。また，甑形土器B・

C類は大形の婆形土器で鬼高式土器としてのメルクマールになると思われる。

表11は，分業頁した土器を遺構別にまとめたものである。和泉式の様相の強い土器と鬼高式の様

相の強い土器は同一遺構からも出土しており，遺物の使用された時期に大きな差異はないと思わ

れる。従って当遺跡出土の土師器は，和泉式から鬼高式へ変容する過程にあったと思われる。
（2）

第3号住闘亦から出土した須恵器（3－3　e閑）は，胎土分析によると大阪陶邑窯跡で生産さ

れた可能性が強く，陶邑の編年と対比すると，高蔵23号窯跡（TK－23）出土須恵器と類似点が多

く認められた。TK－23は5世紀末頃に比定されており，3－37・38は5世紀末の製品と思われる。

住剛亦の時期は，須恵器から5世紀末頃で，和泉期から鬼高期へ変容する過程にあった時期と

思われる。

4　第3号住居跡と第9号住居跡の性格について

第3号住居跡は，長方形を呈し，形態も他の住居と変わってい．ないが，第9号住居跡とともに

特異な性格をもっている。すなわち遺物が表11からもわかるように他の住居と比べ群を抜いて多

く出土し，多くの類型の土器がそろっており，しかも完形に復元された須恵器も出土している。

また，その土器の量は1軒の住居の所有物としては多すぎると思われる。球形土器などの小形の

土器は完形で出土したのに対し，整形土器などの大形土器は，第72図からもわかるように割れ．て

広範囲に散らばって出土したにもかかわらず，三次焼成をうけた土器が完形に近く復元できた。

これらのことから，本跡では他の住居の土器などが集められ，一度に破砕する行為が行われ，土

器の破砕行為の後に家屋の焼却が行われたものと想定される。また，壁ぎわから，石製模造品の

双孔円板が3点かたまって出土しており，本跡は，これらの遺物の出土状況から祭祀的な行為の

行われた場所ではないかと思われる。

第9号住闘亦は，長方形を里し，形態も別に他の住居と変わっていないが，出土遺物の量や三

次焼成された土器などの点で第3号住居跡に類似し，さらに次のような点で，祭祀との関連性が

考えられる。下半を欠損した婆形土器が8点炉付近に置かれ，目線方向を上にした婆形土器の中

には焼土が堆積していた。祭祀用具と思われる石製模造品が，勾玉，臼玉，紡錘車と器種が多く出

土している。手捏ね土器7点も勾玉とともに出土している。
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第9号住居跡は，これらの遺物の出土状況などから，察祀的な儀式が行われた後に，土器の廃

棄と家屋の焼却が行われたものではないかと思われる。

第3号住居跡と第9号住居跡は住居の規模と出土遺物などに差異が認められるが，いずれの住

居も祭祀行為に伴った遺物の廃棄と家屋の焼却が行われてたものと考えられる。

5　西原遺跡の性格

当遺跡から15軒の住居跡と4軒の土坑が検出されたが，それらの時期は出土遺物から5世紀末

頃と思われる。

住居の形態から見ると，5世紀末の千葉e埼玉の両県では，鬼高式土器の出現に伴って住居構

造に変化がおき，従来よりも整った方形を呈した住居が主体となり，炉に変わって北壁にカマド

が設置されるようになってきていた。それに対し，当遺跡の住膚は従来からの和泉期の特徴を強

く残しており，平面形は長方形を呈し，規模は大小様々で，炉は中央から壁ぎわへ寄った位置に

1基叉は複数設けられている。

第3号住居跡と第9号住居跡からほ，祭祀的な用具とされている石製模造品の臼玉，双孔円板

が出土している。これらの遣物は，県内の古墳時代和泉期の住居跡から出土している例が多く，

本跡においても和泉期の生活習慣が引き続き行なわれていたものと思われる。

当遺跡出土の土師器は，和泉式土器の名残りをのこし鬼高式土器の様相をもつものであり，和

泉期から鬼高期へ変容する過度期のものと思われる。

また，第3号住居跡をはじめ5軒の住居跡から5世紀末に比定される須恵器が出土しているが，

この須恵器は，和泉期の遺構からの出土例は少なく，本県および近県での住居内出土遺物として

は最古のものと考えられる。須恵器は，大阪の陶邑で製作されたと思われていることから，当地

に中央の文化が流入していたことを物語っている。

これらのことから，当遺跡においては，鬼高期の文化の受容が千葉・埼玉を径由して，緩やか

に伝えられつつあったものと思われる。

当遺跡における集落は，個々の住居跡間の出土遺物には時期差が若干認められることから，数

軒を単位とする小集落が継続的に形成されたものと思われる。

これらの集落の生活基盤は，集落の南側に入り込んでいる谷津田での水田耕作であ生　その他
（3j

住居内にドングリやモモ，ヒシの実などの炭化物が検出されたことから，自然の物も大事な食料

であったと思われる。

注（1）炭化材の同定結果については，附章に記した。

は　須恵器の胎土分折については，附章に記した。

（3）炭化物の同定結果については，附章に記した。
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キ　章　二‥　こ「　‾－ニIll

水海道都市計画事業e内守谷土地区画整備事業地内における奥山A遺跡・奥山B遺跡e奥山C

遺跡・西原遺跡e奥山下根遺跡の発掘調査は，昭和58年度から当教育財団によって実施され，昭

和60年度の奥山A遺跡e奥山C遺跡・西原遺跡の整理業務をもって，全て終了の運びとなった。

奥山A遺跡は，台地の東側縁辺部に竪穴住居跡3軒が検出され，弥生時代から古墳時代へ移

行する時期の1単位の集落で構成されていた。住居内から古墳時代の五領式土器に弥生時代の前

野町式土器が伴なって出土しており，弥生時代から古墳時代へ移行する時期の土器を考える上で

貴重な資料となった。また，当地が遺構と遺物からも，弥生町。前野町式文化圏の影響を強く受

けていたことが判明した。

奥山C遺跡は，台地突端部に縄文時代早期中葉の三戸期を中心とする時期の集石15基，同期後

薬の鵜ヶ島台期を中心とする炉穴6基が検出された。遺構外遺物として，井草式。稲荷台式・三

戸式e打戸上層式e野島式e鵜ヶ島台式・茅山式の縄文時代早期の前葉から後葉にかけての縄文

土器片が出土した。特に三戸式と鵜ヶ島台式の土器片が特に多く出土し，この時期が当遺跡の盛

期であったと思われる。集石の性格については，解明できなかったが多くの類例と十分に比較検

討することで解決を図っていきたい。

西原遺跡は，台地の平坦部から縁辺部にかけ竪穴住居跡が15軒検出された。住居跡は炉の設け

られた秀一性のない住膚で和泉期の伝統を色濃くのこしているが，出土した土師器は和泉式から

鬼高式への移行期のもので，鬼高式土器の様相をもつ土器と和泉式の様相をもつ土器が出土し，

当遺跡は和泉期から鬼高期へ，徐々に移行していったことを窺わせた。当遺跡からは，大阪陶邑

で焼かれた須恵器も出土し，当遺跡の時期は5世紀末頃であることが判明し，和泉期と鬼高期を画

する時期を判定するのによい資料となった。第3号住居跡と第9号住居跡については，祭祀の行

われた遺構とも思われるが，今後多くの類例を収集し，十分比較検討していきたい。また，15軒

の住居の中には，出土遺物に若干の時期差が認められるので，時期区分とグループ分けを今後の

課題としたい。

なお，この報告書をまとめるにあたって，関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対

し，心から感謝の意を表したい。
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三　幸　王手≒幸三÷干

且　西原遺跡出土初期須恵器の脂土分析

奈良教育大学　　　辻　利　一

西原遺跡から出土した，5世紀未に比定された2点の須恵器を蛍光Ⅹ線分析法によって分析し

た。ただし，2点とも完形品であるので，非破壊分析を行った。

非破壊分析で須恵器の化学特性を求める一つの方法はFe／Ti，Rb／Srという工合にピーク面積比

をとることである。この比は試料の形や大きさに無関係に一定するからである。しかし，筆者は

ここで一つの新しい方法を採用してみた。すなわち，筆者の長年にわたる全国の窯跡出土須恵器

の分析結果から，Ti量は全国的にみて殆んど差違がないことが分かった。したがって，非破壊分

析で須恵器の化学特性を調べる場合には，Fe／rri，Rb／Ti，Sr／Tiの比をとれば，Fe，Rb，Sr

量が多い須恵器には，これらの比も各々，大きくな生　化学特性を決定することができるはずで

ある。そこで，筆者が破壊分析でよく使用するRb－Sr分布図の代わりに，非破壊分析のRb／T上

Sr／Ti分布図をとってみることにした。

図1には，地元，茨城県内の窯跡出土須恵器のRb／T主Sr／Ti分布図を示す。幡山1号窯の須恵

器にはRb量が少なく，Sr量が多い。このため，Rb／T主Sr／Ti分布図でも，水戸市内の木葉下窯跡

の須恵器とは相互識別できることが分かる。また，図1には，西原遺跡の2点の須恵器の分析結

果も示してある。表面に自然灰和が付着していないところをねらって，各々，3ヶ所にⅩ線を照

射した。その結果，3－37と3－38の須恵器は化学特性がきわめて類似していることが分かった。

つまと），この2点の完形品は同一産地の製品である。勿論，この2点は地元の窯跡出土須恵器に

は対応しない。5世紀末には，まだ，地元に須恵器窯跡がないことから，これは当然である。

5世紀代の須恵器生産の中心は大阪陶邑であったといわれる。そこで，大阪陶邑産須恵器のRb

／T主Sr／Ti分布図を図2に描いてみた。大阪陶邑産須恵器としてはTK－73，TK－87，TK～

306，TG－22，TK～85，ON－22－II窯出土須恵器が分析された。これらの窯跡出土須恵器の

間には，化学特性の差違は殆んど認められなかった。つまり，大阪陶邑産須恵器はどの窯跡出土

須恵器も同じ化学特性をもっているとみなせることが分かる。これらの全点を包含するようにし

て，大阪陶邑領域をとってある。そうすると，西原遺跡の3一閃・3－38の2点の須恵器は大阪

陶邑領域にぴったり対応することが分かった。

ここで一つ問題がある。5世紀末から，東日本の遺跡への須恵器供給源として，名古屋の猿投
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窯跡が考えられるからである。そこで，東山11号，東山2号，東山名大1号窯の須恵器のRb／Ti

－Sr／Ti分布図を図3に示す。そうすると，これらの須恵器は大阪陶邑領域から少しずれて分布

することが分かる。さらに，西原遺跡の2点の須恵器の分布位置も猿投窯跡の須恵器とはずれて

いることも明白である。したがって，西原遺跡の2点の須恵器は猿投窯産とはいえないことが分

かった。

以上の結果，西原遺跡出土の2点の須恵器の産地は大阪陶邑がきわめて有力であると推定でき

る。

Rb′Ti

●西原遺跡
3　－37

0西原遺跡
3－38

●　　　　■木葉下葉
●

∝）

○

●

■

■　■
■

■■　■

●

■

屯　ロ　ロ

［］

ロ　　ロ

□幡山l号窯

10　　　　　　0

Sr′Ti

第個茨城県窯跡出土須恵器のRb／T卜Sr細分布図
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第2図大阪陶邑産須恵器のRb／TトSr細分布図
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Sr′Ti

第3図猿投窯産須恵器のRb／TトSr／T扮布図



2　奥山A遺跡出土試料炭化相同窟報恩について

（財）茨城規教育財団

奥山A遺跡出丑試料

炭化相聞是報恩

貴，（財）茨城県教育財団殿より御依頼のありました，奥山A遺跡試料の炭化材

同定が終了しましたので，結果を御報告致します。

パリノ　◎サーヴェイ株式会社

昭和60年8月27日
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1　試　料

試料は，古墳時代前期のものとされる2号竪穴住屠より検出された炭化材（No・1）1点である。

2　方　法

試料を乾燥（60℃15時間）させたのち，木口・柾目・板目三断面を作成，走査型電子顕微鏡で

観察e同定した。同時に，顕微鏡写真図版（PL72）も作成した。

3　結　果

試料は，塾些車subgen．LゆidobaklnuS seCt．度ケinus）sp．［コナラ属（コナラ亜属コナラ節）

の一種］と同定された。その主な解剖学的特徴は次のようなものである。

環孔材で孔圏部は1～2軋　孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は管壁厚は中庸で，横断面では円形～楕円私　小道管は管壁は中庸～薄く，横断面では多

角私　ともに単独。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，放射組織との間では棚状～網目

状となる。放射組織は同性，単列，1－20細胞高のものと，複合組織よりなる。柔組織は周囲状

および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

コナラ節は，落葉ナラ類（＝Subgen．且顔料わ鮎血㈲鵬）の中で，果実（いわゆるドングl日が

1年目に熱するグループで，モンゴリナラ（Q〟eⅣ〟S　∽0曙OJicα）とその変種ミズナラ（Q・

研0のgO掠α〃αr gγOSSgSeγ紹幼，コナラ（Q．seγ用血），ナラガンワ（Q・α／海α），カシワ土壁

滋乃ね由）といくつかの変・品種を含む。モンゴリナラは，北海道・本州（丹波以北）に，ミズナラ・

カシワは，北海道e本州e四匡巨九州に，コナラは北海道（南部）・本州・四国e九州に，ナラガ

ンワは本州（岩手・秋田県以南）・四国e九州に分布する。このうち，関東地方平野部で普通に見

られるのはコナラであり，本試料もコナラである可能性が高い。コナラは，樹高20mになる高木

で，古くから薪炭材として利用され柚栽されることも多かった。材は重硬でサ　加工は国難，器具

・機械e樽材などの用途が知られ，薪炭材としてはクヌギ（Q・αC〟お肌α）に次ぐ優良材であ

る。枝葉を緑肥とした生　虫えいを染料とすることもある。
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3　西原遺跡出土試料種子及び相同是報恩について

（財）茨城規教育財団

西原遺跡出丑試料

桶つ「及び朋▲岡定報普

貴，（財）茨城県教育財団殿より御依頼のありました，西原遺跡試料の種子及び

材同定が終了しましたので，下記の通り結果を御報告致します。

記

1　種子同定

2　材　同定

P　242

P　242－243

パリノ　eサーヴェイ株式会社

昭和60年8月27日
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1　種子同定

1－1　試　料

試料は，古墳時代後期前葉のものとされる11号住居跡よr）検出された炭化物で，No．4－6の3

点（3ケース）である。

1－2　結　果

同定結果と個体数を一覧表で示す（表1）。

表1　同　定　結　果

試 料番号 種　　　　　　　　　　　　 名 個体数

4 仇 脚 は 日 嗣 壷 料 棚　　　　 （クヌギ ） 4

5 Q 〟どγC〟S　 SP ． ＊　　　　 （コナ ラ属の一 種 ） 3

6 乃Ⅶ棚ら卸料ゐ　　　　　 （モモ ） 1

＊：コナラ属のうち，コナラ亜属（ナラ類）・アカガン亜属（カシ類）のいずれに

属するものか判断できない。また　Cαざα乃坤壷（シイノキ属）である可能性も

否定できない。

同時に，試料の拡大写真図版（PL73）も作成した。

2　炭化材同定

2－1　試　料

試料は，古墳時代後期前葉のものとされる11号住居跡（No．1・3）と13号住居跡（No．2）から

検出された炭化材3点である。

2－2　方　法

試料を乾燥（60℃15時間）させたのち，木口e柾目・板目三断面を作成，走査型電子顕微鏡で

観察e同定した。同時に，顕微鏡写真図版（PL74－76）も作成した。

2－3　結　果

同定結果を一覧表で示す（表2）。
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表2　同　定　結　果

種　　　　　　　　　　　　　名

Ql在り′て待　（、SLlbgビIl．上と癖が0占〝／〟1川∫　SeC「Cピrr1．の　SP．

［コナラ属（コナラ亜属クヌギ節）の一種］

慧慧びα霊gen・麺壷あ焉㌶）SeCt・Cgγγね）sp・

次に，各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などについで種類ごとに述べる土

砂軌撒瀾（前脚胤　ゑゆ前泌短鵬鋸融『効蕗）sp。　　ブナ科　Noj9　2

環孔相で孔圏部は1～4列9　孔圏外で急激に管径を減ずる。太道管は管壁は厚く横断面では円

形，小道管は管壁は中庸～厚く横断面では角張った円形，ともに単独。道管は単穿孔を有し9　壁

孔を交互状に配列，放射組織との間では樹状となる。放射組織は同性，単列，1～20細胞高のも

のと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界

は明瞭。

クヌギ節は，落葉ナラ類（コナラ亜属）の中で，果実（ドングリ）が2年目に熟するグループ

で，ク㌢ギ（◎脚Ⅵば紺威料彿わ　とアベマキ　蟻「紺液南海）の2種が含まれる。クヌギは本

州（岩手・山形県以南）・四回・九州に，アベマキは本州（山形・静岡県以西主17t拍1・九州（北部）

に分布するがヲ　中国地方に多い。材の解剖学的特徴のみで両種を区別することはできないが9　現

在の自然分布からみて，試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは，樹高15mになる高木で，

材は重硬である。古くよI）薪炭材として利用され，人里近くに萌芽林として造林されることも多

かった。黒炭で知られる佐倉炭・池LI月差も本楯で作られ，薪炭材としては国産村中第一の重用材

である。このほかに器具材の杭材e相木などの用途が知られる。樹皮の果実はタンニン原料とな

り，果実は染料・飼料ともなった。

◎腰劫雌メ飢榔壷∽　　　　ウルシ科　　　　　No．3

試料は当年板で，散乳状を示すが，環孔材と考えられる。早材部道管は，横断面ではやや角張

った楕円形で，単独，晩材部へ向かって管径を漸滅させ，年輪界付近では塊状となる。道管は単

穿孔を有し9　壁孔は交互状に配列，放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性H～　型，

1－3細胞幅，1～20細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。

ヌルデは北海道（石狩以南）～琉球の山野に普通に見られる落莫小高木である。材は軽軟～中

程度で加工は容易，耐朽性は大きい。器具材や旋作。薪炭材として用いられるほか，杭や淳子と

しての用途も知られる。樹皮は染料に，また葉にできる虫えい（＝五倍子）はタンニン原料とな

る。
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第1号住居跡

第1号住居跡

遺構確認

第1号住居跡

土層



第1号住居跡

遺物出土状況

第2号住居跡

第2号住居跡

遺物出土状況



PL4　奥山A追跡

第2号住居跡

遺物出土状況

第2号住居跡

遺物出土状況

第2号住居跡

遣物出土状況



第2号住居跡

遺物出土状況

第3号住居跡

第3号住居跡

遺物出土状況



PL6　奥山A遺跡

縄文時代前期～中期土器片



PL7　奥山A遺跡

第1・2号住居跡出土遺物



PL8　奥山A遺跡

第2号住居跡出土遺物



PL9　奥山A遺跡

第1・2号住居跡出土遺物，遺構外出土土器
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PLlO　奥山C遺跡



PLll　奥山C遺跡

第2号集石

第5号集石

第8号集石

第12号集石

第3号集石

第7号集石

第9号集石

第13号集石



PL12　奥山C遺跡

第2号土坑

第25号土坑遺物出土状況

第34号土坑遺物出土状況

第41号土坑

第22号土坑

第33号土坑

第35号土坑

第43号土坑



PL13　奥山C遺跡

第45号土坑

第63号土坑

第71号土坑

第75号土坑

第61号土坑

第64号土坑

第72号土坑

第77号土坑



第2号炉穴

第3号炉穴

第3号炉穴

遺物出土状況



第4号炉穴

遺物出土状況

第5号炉穴

遺物出土状況

第6号炉穴



PL16　奥山C遺跡

第13号集石

遺物出土状況

片刃磨製石斧

出土状況

土器尖底部

出土状況

Dld9



PL17　奥山C遺跡

第4号炉穴出土土器片



PL18　奥山C遺跡

第5号炉穴出土土器片



PL19　奥山C遺跡

縄文時代早期撚糸文系土器片



PL20　奥山C遺跡

縄文時代早期無文土器片



縄文時代早期沈線文系土器片（1）



PL22　奥山C遺跡

縄文時代早期沈線文系土器片（2）



PL23　奥山C遺跡

縄文時代早期沈線文系土器片（3）



縄文時代早期沈線文系土器片（4）



縄文時代早期沈線文系土器片（5）



PL26　奥山C遺跡

縄文時代早期沈線文系土器底部片



PL27　奥山C遺跡

縄文時代早期条痕文系土器片（1）



縄文時代早期条痕文系土器片（2）



縄文時代早期条痕文系土器片（3）



PL30　奥山C遺跡

縄文時代前期土器片（1）



縄文時代前期土器片（2）



縄文時代前期・中期土器片



PL33　奥山C遺跡



PL34　奥山C遺跡





PL36　西原遺跡

第1号住居跡

第1号住居跡

貯蔵穴内

遺物出土状況



第2号住居跡

第2号住居跡

遺物出土状況

第2号住居跡

遺物出土状況



PL38　西原遺跡

第3号住居跡

第3号住居跡遺物出土状況



第3号住居跡

遺物出土状況

第3号住居跡

遺物出土状況

第3号住居跡

貯蔵穴土層



第4号住居跡

第5号住居跡

第5号住居跡

遺物出土状況



第6号住居跡

第6号住居跡

遺物出土状況

第7号住居跡



第7号住居跡

遺物出土状況

第7号住居跡

遣物出土状況

第7号住居跡

甑出土状況



第8号住居跡

第8号住居跡

遺物出土1犬況

第8号住居跡

遣物出土状況



PL44　西原遺跡

第9号住居跡

第9号住居跡

遺物出土状況

第9号住居跡

遺物出土状況



PL45　西原遺跡

第9号住居跡

貯蔵穴土層

第9号住居跡

遺物出土状況

第9号住居跡

遺物出土状況



PL46　西原遺跡

第10号住居跡

第10号住居跡

遺物出土1犬況

第10号住居跡

貯蔵穴

遺物出土状況



第日号住居跡

第日号住居跡

遺物出土1犬況

第11号住居跡

遺物出土状況



第12号住居跡

第12号住居跡

遺物出土状況

第13号住居跡



第13号住居跡

遺物出土状況

第13号住居跡

曾瓦出土状況



第14号住居跡

第14号住居跡

短頸壷出土状況

第15号住居跡



第15号住居跡

遺物出土状況

第4号土坑

第6号土坑



PL52　西原遺跡

第1号炉穴

第1号土坑

第1号炉穴遺物出土状況

第1号井戸土層



縄文時代早期土器片（1）



縄文時代早期・前期・中期土器片（2）



PL55　西原遺跡

第1・2・3号住居跡出土遺物



PL56　西原遺跡

lll－＿童三＝

第3号住居跡出土遺物
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第3号住居跡出土遺物



第3号住居跡出土遺物



第3号住居跡出土遺物



第5・6号住居跡出土遺物



第7号住居跡出土遺物



PL62　西原遺跡

9－4

第8・9号住居跡出土遺物



PL63　西原遺跡

第9号住居跡出土遺物



第9号住居跡出土遺物



PL65　西原遺跡

第9号住居跡出土遺物



PL66　西原遺跡

第9・10号住居跡出土遺物



PL67　西原遺跡

第10・11号住居跡出土遺物



PL68　西原遺跡

第12・13号住居跡出土遺物

ガザ

2



PL69　西原遺跡

第14・15号住居跡出土遺物



石製模造品砥石



PL71西原遺跡

甲磨l
第10号住居跡出土炭化物
（ヒシの実）

第11号住居跡出土炭化材

第11号住居跡出土炭化物

鳴中砂



PL72　奥山A遺跡

No．1　QuepcuS（subgen．LepidobaZa71uS SeCt・Pヱ互nus）sp・

炭化材顕微鏡写真



PL73　西原遺跡

A

クヌギ

ナラまたはカシ

A；No．4　Q㍑ePe㍑S　αe㍑弱88mα

も：No．5　　Q㍑ePe㍑S Sp．

C：No．6　Pm乃㍑S pePS五eα

木の実の炭化材

スケールは1cm



PL74　西原遺跡

No・1　Quepeus（subgen．LepidobaZanus sect．CepriS）sp．

炭化材顕微鏡写真



跡遥原西57LP

No．2　Quepcus（subgen．LepidobaZanus sect．Cer）PiS）sp・

炭化材顕微鏡写真



PL76　西原遺跡

NU．j　　‾∴こ・．・∴・．∴’．・・．・

炭化材顕微鏡写真
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